
１２２ 昭和時代 二･二六事件  

＜ 岡田啓介 内閣＞(挙国一致内閣)   

1934 陸軍パンフレット事件  

 

 

1935 ワシントン海軍軍縮条約廃棄  

 

 

1935 天皇機関説事件 ( 美濃部達吉 ) 

 

 

 

 

1935 国体明徴声明 

 

 

1935 相沢事件  

 

 

1936 二･二六事件 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・反乱将校及び 北一輝 死刑。      

・  皇道派壊滅 。 

 

＜ 広田弘毅 内閣＞(挙国一致内閣)   

 

方針 広義国防国家 の建設 

 

1936  軍部大臣現役武官制復活 

 山形の 山で拾った 武官制 

 

1936 国策の基準  策定 

 

 ひろたこう基準！ 

 

1936 文部省 『 国体の本義 』発行 

1936 馬場財政で紙幣大量発行 

  →軍の要求で超軍拡予算を組む。 

 

1936 日独防共協定  

 

 

1936 軍と政党の対立で内閣崩壊 

 

 

＜ 宇垣一成 ＞(組閣を断念)   

 

 
 軍縮で多くの軍人を退役に追い込んだ宇垣へ 

 恨みはすさまじく、軍部大臣現役武官制 を 

 使って陸相を出さず、組閣断念に追い込んだ 

 

 

 

 

 

 

   

＜ 林銑十郎 ＞(挙国一致内閣)   

 

 ･ 軍財抱合 を進める  


